大気環境マネジメントの技術（レジュメ）
	２００５．６．１２　１２：５０～

福井大学地域環境コース「環境マネジメント」
福井県衛生環境研究センター　　坪内　彰


≪大気汚染≫

１．環境基準と排出基準
　(1) 環境基準（行政目標）

　　　「全国の大気環境に等しく適用され、維持されることが望ましい基準」

　(2) 排出基準（規制基準）

　　　「ボイラーや焼却施設など（「ばい煙発生施設」という。）の排出ガスに適用され、

　　違反すると事業者に罰則が適用されることもある基準」

２．常時監視と予警報発令

　・ 環境基準遵守状況の確認（自動連続測定）
　・ 注意報等の発令（光化学オキシダント・二酸化硫黄）
３．工場立入り

　・ ばい煙の行政検査（＊、排出基準違反がないか）

≪地球環境問題≫

　①地球の温暖化　②オゾン層の破壊　③酸性雨　④森林（とくに熱帯林）の減少　
　⑤砂漠化　⑥生物の多様性の減少　⑦海洋環境の劣化　⑧有害廃棄物の越境移動　
　⑨開発途上国の環境問題　⑩国際的に価値の高い環境の保護（世界自然遺産など）
１．地球温暖化
　(1) 地球温暖化の影響

　(2) 温暖化の現状と将来

　(3) 京都議定書（2005.2.16発効）
　(4) 「わが国の温室効果ガスの削減目標（－６％）」の達成シナリオ

　　　　　　→　達成できるとどれだけの国民が信じているか？
　(5) 京都メカニズム（補助的手段）
　　　共同実施（ＪＩ）、クリーン開発プログラム（ＣＤＭ）、排出量取引

　(6) 既存税制の改正と新たな税制の創設
　　・ 既存税のグリーン化

　　・ 環境税（温暖化対策税）の導入（？）
　(7) 県の地球温暖化防止への取組み

２．オゾン層の破壊

　(1) 現状

　(2) 自動車リサイクル法
３．酸性雨

　(1) 本県での調査

　(2) 本県の降雨は？
　(3) 夜叉ヶ池とヤシャゲンゴロウ

≪化学物質など≫

１．ダイオキシン

　(1) ダイオキシンとは？
　　　２２３種のうち、毒性のあるものは２９種
　(2) 汚染事例
　　　枯葉剤（オレンジ剤）、セベソ事件（イタリア）、カネミ油症

　(3) 発生源
　(4) 毒　性
　(5) ダイオキシン類対策特別措置法

　　　　耐容1日摂取量（ＴＤＩ）：４pg-TEQ/kg/日 

　　　　環境基準：大気(年平均値)、水質(年平均値)、底質、土壌

　　　　排出基準：排出ガス、排出水
２．環境ホルモン
　(1) 環境ホルモン（「外因性内分泌撹乱化学物質」）とは？
　　　疑いのある物質として、ダイオキシン類や農薬など６５物質が選定

　(2) 汚染事例？

　(3) 発生源
　(4) 毒性評価（作用メカニズム）？
≪リスクコミュニケーション≫
１．リスクとは？

２．リスクの許容と拒絶

３．情報の伝達と相互理解
４．安全と安心の違い

５．どうしたらいいのか？
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